
ＳＤＧｓ交流セミナーの開催概要 

 道内各地でＳＤＧｓに取り組む方々に交流・意見交換していただくため、令和元年（2019 年）11 月

～令和２年（2020年）２月にかけて、道内６カ所において「ＳＤＧｓ交流セミナー」を開催しました。 

＜概要＞ 

日程 開催場所 出席者数 講師 交流会展示数 

11月 13日 

(水) 

道南 

（北斗市）※1 
１０２人 

川久保 俊氏 

（法政大学 准教授） 
８ 

11月 19日 

(火) 

釧根 

（釧路市） 
５２人 

久保田 学氏 

（公益財団法人北海道環境財団 事務局次長） 
４ 

12月 17日 

(火) 

道北 

（旭川市） 
４５人 

黒井 理恵氏 

（株式会社 DKdo 取締役） 
８ 

12月 23日 

(月) 

十勝 

（帯広市） 
４９人 

牧原 ゆりえ氏 

（一般社団法人サステナビリティ・ダイアログ 代表理事） 
6 

1月 15日 

(水) 

オホーツク 

（網走市） 
４０人 

高橋 優介氏 

（describe with 代表） 
7 

2月 7日 

(金) 

道央 

（札幌市）※2 
１６７人 

田瀬 和夫氏 

（SDG パートナーズ 代表取締役 CEO） 

出村 誠氏 

（北海道大学 先端生命科学研究院 教授）  

29 

※1 道南の交流セミナーは北斗市と共催 

※2 道央の交流セミナーは全道版の交流セミナーを兼ねて開催 

＜当日の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（十勝会場の様子） 

（道央会場の様子） （道央会場での交流会の様子） 

（オホーツク会場での交流会の様子） 



＜アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 初心者向けに冊子や漫画などハードルが低いもので発信していくと良いのではないか 

・ 個人として何ができるかがわかると認知度も高まり、取組が進むのではないか 

・ 学校現場の SDGｓに対する認知度は高いとはいえない。教育現場こそ SDGｓに大きく関わるべき 

・ 企業が積極的に SDGｓを導入できるようにするための支援や融資について教えてほしい 

・ 職場内での理解度に大きな差がある。初心者に対してわかりやすい実践の場がもっと必要 

・ 自治体として何をすべきかのモデルを示してもらえると最初の一歩を踏み出しやすくなる 

・ ＳＤＧｓに興味をもつ人は余裕のある人で、働き手世代にはまだまだ周知されていないと感じる 

・ 企業単位ではなく企業連携が図れるような機会提供及びサポートに期待 

・ 個人が置いていかれている感じがするので、もう少し個人が気軽に参加できると良い 

・ 情報共有・会議等は誰もが参加でき、意見できるよう、分野別・規模別・地域別の配慮が欲しい 

・ 子どもたちが積極的に参加できるイベントがあると嬉しい 

＜その他ご意見＞ 

・教育における SDGsの実践、教育者向けのセミナー   ・道外、海外の実践者との交流 

・SDGｓのわかりやすい解説    ・補助金等の支援    ・出前講座     など 

 

Ｑ． 今後、ＳＤＧｓを推進する取組を進めて 

いきたいと思いますか。 

Ｑ． ＳＤＧｓの推進にあたり、北海道に期待することを以下から選択してください。（いくつでも） 

ア ＳＤＧｓについてよく知らない方々に 

向けた取組 

イ ＳＤＧｓについてより詳しく知りたい方々

に向けた取組 

ウ ＳＤＧｓに関心のある方々が情報共有 

・意見交換できる場づくり 

エ 自治体・企業・団体・個人等がＳＤＧｓを

進めるにあたっての支援 

オ その他 

全体ご意見 

とても関心

が高まっ

た, 63%

やや関心が

高まった, 

33%

関心は高

まらなかっ

た, 3%

未記入, 1%

Ｑ． 今回のセミナーにご参加いただき、ＳＤ

Ｇｓについての関心は高まりましたか。 

これまでも進めてきており、

今後も進めていきたいと思う

41%

これまではあまり意識していなかったが、

今後、進めていきたいと思う

48%

特に進めていきたいと

は思わない

1%

進めていきたいという思いはあるが、

何をすれば良いのかよくわからない

10%
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